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氾濫危険水位及び避難判断水位の改訂について

千曲川では、令和元年東日本台風により、計画高水位を超過する大規模な洪水

が発生し、これまでの実績を上回る水位上昇量を記録したため、避難の目安とな

る氾濫危険水位及び避難判断水位の改訂が必要となりました。

各水位の設定にあたっては、リードタイム(避難に要する時間)と水位上昇量(

速度)を考慮して算定しており、リードタイムについては、「千曲川・犀川大規

模氾濫に関する減災対策協議会」にて協議を行い、決定されています。

９月以降の洪水予報については、以下の基準水位に基づき、発表されます。

検索 クリック千曲川河川事務所 ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ

※犀川については、基準水位の変更はありません。

千曲川河川事務所 検索 クリック

http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/

観測所名 氾濫危険水位 避難判断水位

変更前 変更後
(変更前との差)

変更前 変更後
(変更前との差)

立ヶ花
(中野市立ヶ花地先)

9.6m 9.2m(▲0.4m) 9.1m 7.5m(▲1.6m)

杭瀬下
(千曲市杭瀬下地先)

5.0m 5.0m(±0m) 4.6m 4.0m(▲0.6m)

生田
(上田市生田地先)

5.0m 4.0m(▲1.0m) 4.5m 3.1m(▲1.4m)いくた

くいせけ

たてがはな



令和2年 8月

信濃川水系千曲川直轄管理
氾濫危険水位等の見直しについて

別紙



氾濫危険水位及び避難判断水位の見直し検討結果

千曲川では、令和元年10月に氾濫危険水位を超過する規模の洪水が発生した
ことから、R1.10洪水の水位上昇量等を含めて、氾濫危険水位および避難判断
水位の見直しを実施した。

一方、犀川の降雨は相対的に少なく、R1.10洪水の水位は氾濫危険水位に達し
なかったため、氾濫危険水位の見直しは実施しない。

R1.10洪水の発生等を踏まえ、水位上昇量や出水後河道断面を用いたHQ関係、
観測所HQ式を更新し、氾濫危険水位を算定した。

避難判断水位は氾濫危険水位から避難に係るリードタイムを考慮して算定した。

水系名 河川名 観測所名
氾濫危険水位 避難判断水位

現行 変更 現行 変更

信濃川 千曲川

立ヶ花 9.6m 9.2m 9.1m 7.5m

杭瀬下 5.0m 5.0m 4.6m 4.0m

生田 5.0m 4.0m 4.5m 3.1m
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氾濫危険水位及び避難判断水位の見直しの概要

R1.10洪水の発生等を踏まえ、水位上昇量や出水後河道断面を用いたHQ関係、
観測所HQ式を更新し、氾濫危険水位を算定。

避難判断水位は、 R1.10洪水の発生等を踏まえて水位上昇量を更新し、氾濫危
険水位から避難に係るリードタイムを考慮して算定。

設定項目 設定の詳細

水位上昇量
の設定

水位上昇速度
R1.10洪水の水位上昇速度を含め
て再設定

リードタイム 現行設定（1.0時間）を踏襲

断面ごとの
危険水位の

算定

河道HQ式

R01.10洪水後の測量断面にR2年5
月までの改修事業を反映した不等
流計算結果（現時点の最新の現況
流下能力）を使用

観測所HQ

Ｒ01.10出水後に作成された流量観
測のHQ式を使用
（ただし、杭瀬下についてはR1年観
測所HQ式が欠測扱いとなったため、

不等流計算結果から作成した観測
所地点付近のHQ式を用いた）

（1）水位上昇速度の設定

・近年の実績水位、計画規模のハイドロに対応し

た水位上昇速度を算定

・リードタイムの水位上昇速度を算定

【対象観測所（与条件）】

・立ヶ花、杭瀬下、生田（千曲川）

・小市、陸郷、熊倉（犀川）観測所測所につ

（2）危険水位の検討

・不等流計算結果のHQ式を用いて、直轄管理区間

の流下能力(堤防満杯)算定

・各地点の流下能力を観測所地点の水位に換算

(観測所換算水位)

・観測所換算水位からリードタイムの水位上昇量

を考慮した水位（危険水位）を算定

（3）氾濫危険水位の検討

・観測所換算水位（リードタイム考慮）とＨＷＬ

の低い方を採用

・観測所より上流地点における洪水流の流下時間

を考慮

氾濫危険水位の検討フロー

危険水位の設定に係る項目
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各基準観測所の水位上昇速度とリードタイムについて

観測所

氾濫危険水位 避難判断水位

設定水位 リードタイム
水位上昇

量
設定水位 リードタイム

水位上昇
量

立ヶ花 9.6m 1.0時間 0.49m/h 9.1m 1.0時間 0.49m/h

杭瀬下 5.0m 1.0時間 0.48m/h 4.6m 1.0時間 0.48m/h

生田 5.0m 1.0時間 0.48m/h 4.5m 1.0時間 0.48m/h

観測所

氾濫危険水位 避難判断水位

設定水位 リードタイム
水位上昇

量
設定水位 リードタイム

水位上昇
量

立ヶ花 9.2m 1.0時間 0.85m/h 7.5m 1.0時間 1.69m/h

杭瀬下 5.0m 1.0時間 0.68m/h 4.0m 1.0時間 0.96m/h

生田 4.0m 1.0時間 0.48m/h 3.1m 1.0時間 0.85m/h

【現行】

【改定案】 赤字：改訂箇所



水位上昇速度についての考え方

洪水予報河川における避難判断水位の設定要領

氾濫危険水位の設定要領等の改訂について



水位上昇速度について（立ヶ花水位観測所）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

水
位

（
ｍ

）

地盤線

令和元年10月

避難判断水位～ピークでの

平均水位上昇

氾濫危険水位～ピークでの

平均水位上昇

氾濫注意水位～ピークでの

平均水位上昇

H,W,L 10.75ｍ

はん濫注意水位 5.00m

水防団待機水位 3.00m

はん濫危険水位水位 9.60ｍ

避難判断水位 8.8ｍ
避難判断水位～ピーク付近

での平均水位上昇速度：

0.96m/h

氾濫危険水位～ピーク付近で

の平均水位上昇速度：

0.85m/h

氾濫注意水位～ピーク付近

での平均水位上昇速度：

1.11m/h

氾濫注意水位～ピーク付近

での平均

この時点以降、水位上昇が緩やかになる
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氾濫注意水位～氾濫危険水

位で最も大きい水位上昇

避難判断水位～氾濫危険水

位で最も大きい水位上昇

氾濫注意水位～ピークでの

平均水位上昇

H,W,L 10.75ｍ

はん濫注意水位 5.00m

水防団待機水位 3.00m

はん濫危険水位水位 9.60ｍ

避難判断水位 8.8ｍ

氾濫注意水位～氾濫危険水

位での最も大きい上昇速度：

1.74m/h

避難判断水位～氾濫危険水

位での最も大きい上昇速度：

1.69m/h

氾濫注意水位～ピーク付近

での平均水位上昇速度：

1.11m/h

氾濫注意水位～ピーク付近

での平均

この時点以降、水位上昇が緩やかになる

R1.10洪水波形（立ヶ花水位観測所）

【氾濫危険水位 水位上昇速度】

【避難判断水位 水位上昇速度】
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避難判断水位～ピーク

での平均水位上昇

氾濫危険水位～ピーク

での平均水位上昇

氾濫注意水位～ピーク

での平均水位上昇

H,W,L 5.42ｍ

はん濫注意水位 1.60m

水防団待機水位 0.70m

はん濫危険水位水位 5.0ｍ

避難判断水位 4.4m

避難判断水位～ピーク付近で

の平均水位上昇速度：

0.75m/h

氾濫危険水位～ピーク付近で

の平均水位上昇速度：

0.68m/h

氾濫注意水位～ピーク付近で

の平均水位上昇速度：

0.87m/h

この時点以降、水位上昇が緩やかになる

氾濫注意水位～ピーク付近

での平均
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険水位で最も大きい水

位上昇

避難判断水位～氾濫危

険水位で最も大きい水

位上昇

氾濫注意水位～ピーク

での平均水位上昇

H,W,L 5.42ｍ

はん濫注意水位 1.60m

水防団待機水位 0.70m

はん濫危険水位水位 5.0ｍ

避難判断水位 4.4m

氾濫注意水位～氾濫危険水

位での最も大きい上昇速度：

1.20m/h

避難判断水位～氾濫危険水

位での最も大きい上昇速度：

0.96m/h

氾濫注意水位～ピーク付近で

の平均水位上昇速度：

0.87m/h

氾濫注意水位～ピーク付近

での平均

この時点以降、水位上昇が緩やかになる

水位上昇速度について（杭瀬下水位観測所）

R1.10洪水波形（杭瀬下水位観測所）

【氾濫危険水位 水位上昇速度】

【避難判断水位 水位上昇速度】
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令和元年10月

氾濫注意水位～氾濫

危険水位で最も大きい

水位上昇

氾濫注意水位～ピーク

での平均水位上昇

H,W,L 5.42ｍ

はん濫注意水位 1.90m

水防団待機水位 0.80m

はん濫危険水位水位 5.00ｍ

避難判断水位 4.40m
氾濫注意水位～氾濫危険水

位での最も大きい上昇速度：

0.85m/h

避難判断水位～氾濫危険水

位での最も大きい上昇速度：

0.85m/h

氾濫注意水位～ピーク付近で

の平均水位上昇速度：0.55m/h

この時点以降、水位上昇が緩やかになる

氾濫注意水位～ピーク付近

での平均
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令和元年10月

避難判断水位～ピー

クでの平均水位上昇

氾濫危険水位～ピー

クでの平均水位上昇

氾濫注意水位～ピー

クでの平均水位上昇

H,W,L 5.42ｍ

はん濫注意水位 1.90m

水防団待機水位 0.80m

はん濫危険水位水位 5.00ｍ

避難判断水位 4.40m
避難判断水位～ピーク付近

での平均水位上昇速度：

0.47m/h

氾濫危険水位～ピーク付近

での平均水位上昇速度：

0.35m/h

氾濫注意水位～ピーク付近

での平均水位上昇速度：

0.55m/h

この時点以降、水位上昇が緩やかになる

氾濫注意水位～ピーク付近

での平均

水位上昇速度について（生田水位観測所）

R1.10洪水波形（生田水位観測所）

※現行 0.48m/hの方が大きいため現行を採用

【氾濫危険水位 水位上昇速度】

【避難判断水位 水位上昇速度】
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■ 危険箇所と危険水位の算定

■ 危険水位の観測所への換算方法

低い水位を採用

危険水位

1
0

川の流れ

危険箇所

危険水位

危険箇所の
川の流量①危険水位相当の

川の流量を算出

観測所

氾濫危険水位

観測所の
川の流量

③観測所の川の流量を
観測所の氾濫危険水位に換算

②危険箇所の川の流量を観
測所の川の流量に換算

④危険個所が観測所よりも上流に位置する場合は、
洪水流が流下する時間分、氾濫危険水位を下げる

氾濫危険水位

氾濫危険水位の算定方法

避難の完了等に係る時間(リードタイム)を踏

まえ、堤防天端高から避難の間に発生する
水位上昇量を差し引いた水位と、河川管理
上の最高水位である計画高水位の内、安全
側として、“低い”水位を採用する

危険水位相当流量を観測所地点
の水位に換算する。また、危険箇
所が観測所 の上流に位置する
場合は洪水流の流下時間を踏ま
えて氾濫危険水位を算定する

氾濫危険水位の設定


